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1.「台湾を知ると世界が見える」藤井　厳喜、林　建良（りんけんりょう）（ダイレクト出版）
藤井　厳喜（国際成否学者。1952年生まれ。ハーバード大学大学院博士課程修了）
林　建良（1958年、台湾に生まれる。現在は、栃木県在住。医師としての仕事の傍ら、評論家としても活動中）
2.「まんがでわかる7つの習慣 」  フランクリン　・コヴィー・ジャパン監修　宝島社
スティーブン・R・コヴィー(原本の著者)について：
自分の運命を自分で切り開くための奥深いアドバイスをわかりやすく教えることに生涯をささげ、タイム誌が選ぶ世界で最も影響力のあるアメリカ人 25人のひとりに選ばれている。 国際的に高く評価されるリーターシップ論の権威、家族問題のエキスパート、教育者、組織コンサルタントとして活躍した。 著書『7つの習慣』は全世界で販売部数 3,000 万部を記録し(40カ国語に翻訳)、20 世紀に最も影響を与えたビジネス書の 1位に輝いている。2012年7月、79年の生涯を閉じた。 

1.「台湾を知ると世界が見える」　藤井　厳喜、林　建良　
（まえがきから：抜粋）
台湾の歴史を知ると日本の歴史について自由にモノが考えられるようになる。明治以来の日本がとってきた外交政策や国策の正しさが理解できるようになる。台湾人自身の歴史の証言を聞くことによって戦前の日本外交がいかにまっとうなものであったかを理解することができる。台湾を通じて現在の世界を知り真実の歴史を知ることができる。つまり、台湾と言う鏡に日本を移すと「日本の本当」の姿が見えてくる。
目次：
第1章 台湾人とは誰か？　「遠い隣人」の素顔
第2章 台湾に宿る日本精神と変節した日本
第3章 苦難の道歩んだ戦後の台湾人
第4章 台湾人は日本の何を尊敬しているのか？
第5章 戦後日本が喪失したもの、台湾人の視点
第6章 台湾を狙うチャイナ、チャイナに媚びる日本
各章の中から特に心に残る部分について抜粋する。

第1章　台湾人とは誰か？　「遠い隣人」の素顔
日本の研究者は、台湾の人種について、原住民が2％，戦後蒋介石とともに中国大陸からやってきた漢民族、いわゆる外省人が13％、そして清朝時代に中国大陸から移民してきた漢民族、いわゆる本省人が85％と解釈している。
しかし、本省人は、漢民族ではなく、平埔族（へいほぞく）という原住民であることが近年の研究で明らかにされている。平埔族というのは、「平地に住む民族」のことで、正式には、「台湾原住民族」と総称される原住民と同じく，清朝以前からもともと台湾にいた原住民である。台湾では、遺伝子研究が進んでいて、台湾人の血液と一番近いのは、マレーシアポリネシア系ということが分かった。
　国民党政府がやってきて、台湾住民を虐殺した2.28事件が起こって、台湾人アイデンティーが一気に高まった。現在、20代～30代の若者のうち自分をチャイニーズだと思っているものは1%もいない。ほぼ99%が、外省人だろうが本省人だろうが関係なく自分を台湾人だと主張している。

第2章　台湾に宿る日本精神と変節した日本
台湾の中にある日本は一言で言えば文化財である。一つ一つあげていくとキリがないほど台湾に無数に存在し有形文化財もあれば無形文化財もある。
有形なものは鉄道、道路、公園、水利などすべての台湾のインフラは基本的には日本統治時代に建設したものである。そのなかでも第4代目総督の児玉源太郎の右腕として民政長官に赴任した医者でもある後藤新平が台湾のインフラ建設と衛生教育を行った。また、その後、後藤に招聘された新渡戸稲造は、さとうきびの品種改良と大規模な製糖工場の建設によってさとうきびを大量生産して輸出できるようにし製造業を台湾に大きな収入をもたらす主要産業にまで発展させた。また新渡戸の名著「武士道」に大きな感銘を受けたことを李登輝総統は述べている。
その他、世界最先端の上下水道を作ったのは、当時の日本の一流の土木技師浜野弥一郎は台湾で台湾水道の父と呼ばれている。また不毛の地と言われた広大な台南県の嘉南平野を肥沃な部屋に変えた鳥山頭（うさんとう）ダムを作った八田与一が有名である。
日本が作ったものは100年たってもそのまま残っており今もそのまま使われている1番象徴的なのは台湾総督府である。100年前にその中に設置された4基のエレベーターのうち1基が今も稼働している。
台湾の存在が日本にとってどんな意味があるのか。
1つ目は日本に自信を与えると言う事
2つ目は日本に希望を与えると言う事
今の台湾の発展は日本が築いた礎の上にある日本が建設したインフラなどの有形財産。日本が台湾に教えた遵法精神と日本精神の無形財産、これらは戦後60年以上経った今も台湾に息づいている。（台湾と言う存在が日本がやってきたことの正しさを証明しているそのことを日本人が知って自分たちのやってきたことにもっと自信を持ったら良いのではないだろうか。）自信を持てれば将来についても希望を持てる自信を持っているからこそ希望が持てる。
（感想）
1.この本から感じたこと：

①台湾文化と言うのは非常に多元的な文化で、台湾に1番多くの文化を持ち込んだのは日本である。台湾人の対日観は日本人を先生だと思っている。日本人が色々と教えてくれたと。台湾人の対日観と言うのは日本人は非常に真面目で正直な民族で清潔感があると言うものとのことである。これは、日本人に自信を感じさせてくれる。
②台湾人が日本人の日本精神（規律、清潔、正義感、冒険心）を誰から感じ取ったかと言えばそれは台湾の建設に多大な貢献をした一流の人材ではなくもっと身近にいた台湾人のすぐ近くにいた日本人の警察官と学校の先生からとのことである。　学校の先生と警察官は厳しいけれども愛情を持って接してくれたとのことである。やはり、日常の生活に根づいた活動が大切である。
③世論調査では常に台湾人の1番好きな国は日本とのことである。台湾人のこの感情は本物でありその原点にあるものは普通の日本人の中にある日本人気質への尊敬と憧れである。　台湾人には根底に日本に恩返ししたいという気持ちがある。自分が受けた以上の恩を返したいとおそらく世界において、このような国は台湾以外には存在しないのではないだろうか。
⓸日本は台湾に一流の人材と多額の資金を投じて台湾の建設に力を入れた。日本が台湾に残した無形文化財は、教育医療そして日本精神である。日本人は台湾人に清潔の概念、法を守る精神、時間を守る精神を教え台湾の教育にも非常に力を入れた。現在、台湾人の人口の10%が日本語を話すとのことである。また、高校で第二外国語が選択科目として必修になる生徒の大体9割が日本語を選択するとのことある。これには、驚いた。
⑤以前、李登輝氏の本を読んだことがあるが、その中にも新渡戸稲造の「武士道」についての感想とともに日本人に対し、もっと自信を持つようにとのメッセ―ジがなされていた。このような考えを多くの台湾人が持っているのではなかろうか。
2.今後の日本との関係のありかた(韓国との関係を考慮しながら考考えると：)
韓国、台湾については、第二次世界大戦の終了時まで日本の国土の一部であった。しかし、韓国は、日本の統治下であったことについて強く反感をもっており、現在でも反日教育、日本製品の不買運動、さらに、今月の4月15日に実施された国会議員の統一選挙においても与党の選挙の公約の中にも反日政策の推進が挙げられているという。反日こそが国の方針というような全く驚くような状況である。これに対し、台湾は、蒋介石体制の下で反日教育が行われたにもかかわらず、現在でも世界一の親日国といわれている。この違いは、どこからきているのであろうか？自分なりに考えてみるとつぎのとおりである。
・（民族の観点から）：
現在では、DNAなどの分子生物学を駆使してその先祖がわかるという。これにより、以前は、人類の先祖は、ネアンデルタール人とか、クロマニョン人とか、北京原人とか学校で習った記憶がある。しかし、現在においては、それらは、否定され、6万年前、アフリカに住んでいた人類が各地域に移り住み、今の人類となったということが、定説になった。　同じように日本人も以前は、中国やモンゴルから朝鮮半島を渡ってきたのではないかと言われていたが、そうではなく、南から渡ってきた人々が、日本人の祖先と言われるようになった。これは、マレーシアポリネシアの系統である。
　そして、今回の本の中から台湾人もその祖先は、中国から来たのではなく、南方、すなわちマレーシアポリネシアの系統であるとのことである。このことにより、日本人も台湾人も祖先は、同じ系統であり、そこからお互いの親近感が湧くのではなかろうか？
これに対し、韓国人の先祖は、中国から渡ってきたことが、文献にも記されている。このことからも朝鮮民族は、何千年にもわたって中国の支配下にあっにもかかわらず、反中政策をとらないのではないかと思う。以前、仕事の関係で何度も韓国へ行き、取引先の韓国人と話す機会があったが、中国のことを親近感をもって話していた（まるで身内のように）記憶がある。それが、今になって、何となくわかるような気がしてきた。
・(宗教の観点から)：
韓国では、儒教の影響が大きいといわれる。この中では、法律より道徳の方が重要視される。したがって、物事を判断するにも、事実ではなくそのあるべき姿を考えるため、裁判においても事後立法や一度約束したことであってもそれが覆される。国家間の協定であっても政権が変わるとそれは、反故にされてしまう。台湾は、そのようなことはなく、恩を仇で返すといったことはない。（東日本大震災の時には、世界で一番早く救助隊を派遣してくれ、また、２００億円以上の義援金を送ってくれた）
・（政権の観点から）：
戦後、韓国では、李承晩政権、台湾では、蒋介石政権が発足していずれも反日教育を行った。そして、韓国では、当初、反共と反日が二本の国の方針となったが、その後、反日が、国の政策となっている。それに比べ台湾では、蒋介石の後、李登輝が総統隣、その下で、歴史をきちんと見直す作業がなされた。そして、台湾の発展のインフラ、産業、農業など日本の貢献が認められている。そして国民もそれを知り、日本に対し親近感をもっている。ここから教育というものの重要性が強く感じられる。
・(外交関係)：
良好な外交関係を築くには信頼関係が必要と思う。そのためには、国家間の約束を守ることは、最低条件である。これに対し、韓国は、1965年の日韓基本条約、慰安婦合意など、政府間の合意を守っていない。このままでは、未来志向などはありえない。日本政府は、毅然とした態度を示すべきであろう。ただ、民間レベルの交流は、続けることになるのであろう。
台湾については、中国との兼ね合いをみながら対応するしかない。かなり、センシティブな対応が要求される。(台湾の人々は、中国よりもっと日本との関係を強くしたいと望んでいるのかもしれない)
2.「まんがでわかる7つの習慣 」
世界で3000万部、日本国内で160万部を突破した自己啓発本の金字塔『7つの習慣』がわかりやすく、エッセンスをまとめられている。亡き父のバーを再開すべく、バーテンダーを目指す主人公・歩が勤め始めたバー・セブン。そこへ訪れる人々の悩みと気づきが、7つの習慣の要点とリンクし、読み応えのある物語となっている。（「7つの習慣」の完訳本も入手したが、500ページにわたる膨大な量であり、まず、そのエッセンスをまとめたものをよんでみることにした）
主な内容は、次のとおりである。
第1の習慣　主体的である
「7つの習慣」で成功に至るためにまず必要なのは「主体的であること」。ささいな行動でも感情的な反応に身を委ねたり、受け身で行動するのではなく自分で振る舞いを選択する意識である。
①自分の選択を意識して行動する
・自分の性格や行動は自分の選択の積み重ねの結果
・自分のやり方が変われば相手も変わる
②自分の影響の話を意識して行動する
・影響力が及ばないことに悩むのは無意味である
―＞影響力を高めるために小さいことから始め、主体的に行動するために主体的な言葉を使う。我々は、自分の身に起こったことに傷つくのではない。その出来事に対する自分の反応によって傷つく。人格が変わり生き方が変われば、自然と周囲も変わる。
第2の習慣　終わりを思い描くことから始める
　努力を積み重ねてゴールを意識していなければ間違った方向に進むだけである。「何のために行動するのか」を自覚し、ブレない生き方をするために、自分が大切にする原則をもつ。
①生産的な前進のために終わりを設定する。
・人生の自分の人生の終わりを見つける3つの力(自覚、想像力、良心)
・明確な目的をまず考えて自分を磨く導く
③迷ったときは原則に立ち返って選択する
・生活の中心を考え「ブレない自分」を手に入れる。
・あなたの「原則」は何か？
―＞自分の葬儀で弔辞として何を述べてもらいたいか。人生の最終場面を思い描くことで自分の人生の目的や価値観をはっきりさせる。自分のミッション（使命）、ステートメント(宣言)をつくる。
第3の習慣　最優先事項を優先する。
忙しさに身を委ねていると、その場は充実するかもしれないが人生を振り返って「あれもしたかった」「これもしたかった」と後悔が残る。もっと「緊急でないが重要なこと」に時間を使おう。
1 人間活動は4つの領域に分けられる.（緊急で重要なこと、緊急でないが重要なこと、　　　緊急だが重要でないこと、緊急でも重要でもないこと）
・時間を管理することが成長を妨げる
・「緊急でないが重要なこと」が人生の栄養になる
2 スケジュールは「役割」と「目標」で考える
・自分の役割を考えれば第二領域が見えてくる
・予定をこなすことが目的ではない
―＞「任せる」ことでお互いに成長できることもある。「時間管理」という言葉、そのものが間違い。時間管理ではなく、自分自身を管理する。
第4の習慣　win winを考える
ここからは、人間関係を含めた公的成功に必要な習慣となる。あなたは「交渉」には勝者と敗者がつきものと考えていないだろうか。自分の利益を視聴するばかりでは周囲の信頼は得られない
1 双方にメリットのある道が真の正解
・勝者がいれば必ず敗者がいると考えるのは間違い。
・場合によっては「取引しない（No Deal）」と言う選択肢もある。
2 「与える人」がもっと豊かになれる最も豊かになれる
・「豊かさマインド」を抱いて生きよう
・win winを支える5つの柱とは、人格、関係、合意、システム、プロセスである。
―＞人間関係を充実させる「信頼口座の残高を」増やす。
第5の習慣　まず理解に徹しそして理解される
「聞く力」を軽視している人は多い。だが本当の信頼を得て自分の影響力を発揮するにはまず相手の話を深く聞く必要がある。「自分の答え」に急がず「相手の答え」に耳を傾けてみる。
1 「話す」より「聞くこと」から始めよう
・相手を理解しない人は理解してもらえない
・win winのために「聴く」
2 4段階の聞き方で相手を深く理解する
・「自分の場合」にあてはめて聞くことをやめる。
・共感による傾聴で相手の心を開く
―＞言葉の「正しさ」では人の心は動かない。人は、「あの人についていこう」と思うとき、その人が「何を言ったか」ではなく、その人が「どういう人物か」で決めている。 
自分を理解してもらうために必要なのは、いかに普段から相手を尊重し相手に寄り添っているか、いかに相手の目線で世界をみようとするかである。
第6の習慣　シナジーを作り出す　
人と組んで何かをしようと言う時はどうしても共通点ばかりに目が行き、だが相違点をぶつけ合うからこそお互いの良さを生かし合い、シナジー効果で大きな成果を得ることができる。
1 お互いに納得できる「第3の案」は必ずある
・シナジーの本質は違いを尊重すること
・シナジーの成果は妥協よりもはるかに大きい
2 シナジーをもたらすコミニュケーションとは
・コミニケーションの度合いがシナジーの鍵
・「第3の案」を生むには忍耐がいる
―＞結果のために過程を重視する「P/PCバランス」の考え方(目標達成のための能力やそれを可能にする資源)。結局、「自分自身を高めること」。
第7の習慣　刃を研ぐ
　第1から第6の習慣でより大きな成果を出すために、日々自分を鍛え「切れ味」を高めて行こう。素材としての自分を高めることでそれぞれの習慣で得られる実りも自然と大きくなっていく。
1 日々自分の器を育てよう
・4つの側面でバランスよく刃を研ぐ時間をとる
（4つのバランスとは体調(肉体)、観点(精神)、自律性(知性)、つながり(社会・情緒)

・7つの習慣はシナジーでより高い成果を生む　
―＞効果的な人生を生きるためには、自分を磨く「素晴らしい人間になることが、本当の成功」。1日1歩でもよい。1から6までの習慣を心がけながら第7の習慣を続ける。
（感想）

「７つの習慣」が意味していることの１つ１つがコンパクトに要点がまとまっていてよく分かった。きちんと必要な文章や図も掲載されており、とても参考になる書物である。原書がもちろん素晴らしかったのだと思うが、それを誰にでもわかりやすく、丁寧に解説しており、原書の読破を諦めた方でもこの本なら最後まで読み進めることができる。
全体をまとめると
（1） 実りある人生には、基本的な原則があり、それらを自分自身の人格の中に内面化することにより、初めて真の成功、永続的な幸福が得られる。

（2） 重要で困難なものは、人格を磨くことである。良い習慣でよい人格をつくる。
7つの習慣とは、「インサイド・アウト」を意識し、
①主体的である
②終わりを思い描くことから始める
③最優先事項を優先する
④Win-Winを考える
⑤まず理解に徹し、そして理解される
⑥シナジーを創り出す
⑦刃を研ぐ
・「7つの習慣」とは、原則を中心に据え、人格を土台にし、インサイド・アウト(内から外へ)のアプローチによって個人の成長、効果的な人間関係を実現しようという思考である。これは、何事もうまくいかないときは、他人や環境のせいにするのではなく、全て、自分のせいにする。もしくは、内なる自分に原因があると切り替える。
・社会生活を送る上で、とても重要なことがたくさん書かれており、どんな人にもあてはまる部分がいくつかはあるはずである。主人公の抱える問題点が顕在化され、それぞれが一歩前に進むまでの思考の過程が現実的で共感を持てた。
・印象が残った箇所は、「第2の習慣　終わりを思い描くことから始める」である。
（自分の葬儀で弔辞として何を述べてもらいたいか。人生の最終場面を思い描くことで自分の人生の目的や価値観をはっきりさせる）。　
以上
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